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平成27年9月23日（水）　　司会：會津　慧実　記録：馬場　勇治
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・10/2（金）・10/16（金）作業療法士の学生実習あり、SGM対応。

・10/14(水)デイケアに精神保健福祉士の実習生来所予定。
・11/3(火)創立記念写真撮影の予定あり、配列図に関しては後日発信予定。

・節約の意識を高める為、フィルター掃除や石鹸・洗剤の使い方の注意書き作成を検討。
＜利用者様情報＞

・野月　利章様～　昨日「むつ食品のところでお金を落とした。」「今日携帯盗まれて持っていない。」と話されている。その後、特に不調の訴えなどはなくスタッフや他利用者様と表情良く話をしている様子見られている。本日も同様に穏やかな表情で過ごされている。引き続き様子を見守りながら体調や不安不満の訴えあった時には傾聴していく。

・番沢　政勝様～　明日グルームホームに入居者が来るとのことで、新しい入居者について「金属バットを振り回したことがある人だよな」「暴れたら怖いからヘルメット買った方がいいのかなぁ…」と話されている。また「自分の独語が大きくなっているみたいだ」とのこと。休日にコンビニ出掛けた際に、独語が大きいためか警察が来たと話されているが、声を掛けられた訳ではないとのこと。本日独語は聞かれていない。引き続きデイケアでの過ごし方を確認しながら、不安等の訴えあった場合は傾聴していく。

・津嶋イチ子様～　昨日の夕食時に飲みこみの動作の緩慢さが見られている。食事が終わるまでに時間が掛かっている。体調について確認すると「今日は変なんだよ、ゆっくりなんだよ。」とのこと。鶏肉は裂いて提供したが残食している。表情も冴えない様子見られている。本日は昨日程目立った動作の緩慢さはないが表情の冴えなさ続いている。引き続き様子観察し食事の際には嚥下動作を特に注意していく。
＜外来情報＞

・特になし。
＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　佐藤　ミツ子　様）

実施日：H27年9月23日（水）13：30～14：00

担当チーム：工藤、服部、佐々木

参加者：油津、慶長、會津、川井、馬場
検討内容　

	氏名
	佐藤ミツ子
	性別
	女
	年齢
	68
	生年月日
	昭和22年4月15日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	・基本的生活習慣の修得

・対人関係の改善

・作業能力・持続性の向上

・病識を身につける

	本人希望
	今の生活を続けたい。

	家族希望
	青風荘での生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　1回（最終：昭和62年8月　～平成13年9月13日　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成13年10月9日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成



                 

兄が保護者となっている。

	利用制度
	愛護手帳B
	障害基礎年金2級
	他（自立支援サービス区分2、国保）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活を維持する
	①食事準備の役割を行う。
	①スタッフに確認をしてもらいながら、食事準備ができる。
	①分からない事や、不安な事はスタッフに確認をする。スタッフは、本人の行動や意見を肯定し、できていることをほめる。失敗したと思わせないようにさりげなくフォローする。

	
	②デイナイトケア利用者と仲良く過ごす。
	②相手を傷付けることは言わない。
	②相手を傷付けるようなことは言わない。

スタッフは、傷つけるような発言をしている時に気付けるように声を掛ける。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①スタッフに確認をしてもらいながら、食事準備ができる。
	・人に話し掛けるためでも強い緊張感がある様子である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・食事の準備の際には作業は一人で行うことができている。できていることもスタッフに確認し、安心感を得ている様子。緊張している様子が見られており、少しでも指摘されると何度も「ゴメンね」と謝っている。些細なことでも「失敗した」と強く感じる傾向にあるため、失敗したと本人に感じさせないようスタッフがフォローしている。
・プログラム中に指名されると、考えずにすぐに分からないと答えることもあるが、質問内容を理解できている時は考えを伝えることができている。
・ＳＳＴでは、他者の「よかったところ」と表現することはできないが、「よかったです」と声に出して表現できるようになっている。
	病状・性格からくる緊張により、失敗体験（と本人が受け取る）につながる。本人の行動や意見を肯定することで本人を安心させ、自信を持てるように関わっていく。また、些細なことで失敗したと思う為、失敗したと思わせないようにさりげなくフォローしていく必要がある。
中期目標を「日課をできるように支援していく」に変更とする。

	②相手を傷付けることは言わない。
	・塗り絵を好んで行っており、今後の目標を聞くと、「わかんない」「塗り絵をしたい」と話されている。計算問題は算数でも難しい。
ＩＱ45と低い。物事を表面的に受け止めたり、勘違いをする傾向にあるため、本人が分かりやすいようにスタッフ側で説明する必要がある。

・挨拶は自分からできており、言いたい事は自分から伝えることができている。思ったことをそのまま伝えてしまい、相手を傷付けてしまうこともある。スタッフが指摘すると、相手とスタッフに「ごめんね」と「ありがとう」を繰り返している。

その後、大きく落ち込むことはなく、指摘を受け入れることができているが、行動の改善は見られない。

その他、9/7避難訓練のビデオを見たくないと拒否みられている。9/21とうもろこしを茹でて食べる行事も不参加であった。全体行事でも意見を通すことがある。
	自分の意見を伝えることができるが、相手を傷付ける発言をすることがある為、それに気付けるように関わっていく。また、強い口調になっているときは傾聴し、落ち着いてから、理由を聞きアドバイスをする。
②の短期目標に、悩みがある際には1人悩まず、職員に相談する。突発的な行動をしないようにするように変更とする。今後現状維持できるようにかかわっていく。

	その他
	9/7昼、他利用者様の質問に対して返答したところ、「あんたのしゃべり方、さっぱりわからない。何を言っているのかわからない」と言われて傷ついて青陽館からスタッフへ断りなしで退館したと話している。何かあった際には、一人で悩まずスタッフに相談してほしいことを伝えると了解されている。
	※スタッフは、本人から相談を受けたときは、適切な内容のアドバイスをする。②の目標に付け加えることとする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活を維持する
	①日課を実施できるようになる。
	①スタッフに確認をしてもらいながら、食事準備ができる。
	①分からない事や、不安な事はスタッフに確認をする。スタッフは、本人の行動や意見を肯定し、できていることをほめる。失敗したと思わせないようにさりげなくフォローする。スタッフは、声がけするようにして、普段から本人が話しやすいようにしていく。

	
	②1人悩まず、職員に相談する。突発的な行動をしないようにする。
	②スタッフへ相談できる。　　


	②スタッフは、本人から相談を受けたときは、適切な内容のアドバイスをする。











